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「分業」および「分業の廃棄」について〔皿〕

一研究ノー　トー

中 野 雄 策

まえがき

1　マルクスにおける問題の提起

2　問題状況および文献

3　分業（あるいは社会的分業）とは何か？

　§1　マルクスにおける分業概念の変せん

　§2　分業の2面性とその矛盾

　§3　協働（Zusammenwirkung）一生産諸力と生産諸関係とのエレメ

　　　ンタールな統一

　§4　生産分割と労働分割

　§5　分業概念における混乱の歴史的根拠

　§6　要約

4　「分業の廃棄」とは何か？

　§1　分業の「運命」をめぐる二つの立場

　§2　機械体系と労働転換法則

　§3　現代的労働手段の発展の論理

（以上前々稿）

（以上前稿）

4　「分業の廃棄」とは何か？（つづき）

§4　多職種兼担と複合労働組織

　前稿ωにおいてのべたように，機械体系を技術的基盤とする社会的生産（大

工業）の発展が人間の労働および労働組織のうえにおよぼす変革作用は，1）

人間のエネルギー機能と遂行機能（および制御機能の一部）が労働手段のうち

に移されるということ，2）工場経営における技術的手段と協業の発展が手工

業的分業の存立を不可能ならしめ，直接生産者の人格の普遍的発達を要求する
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ということ（労働転換法則），3）機械体系の発展の最高段階たる自動制御機

械の登場によって，人間の生産活動における管理制御機能が客体化され，直接

的労働から科学的・普遍的労働への全面的移行が達成されるということ（肉体

労働の死滅ないし労働のインテレクチュアリゼーション），等々として要約す

ることができる。この議論全体の軸心をなしているのは，分業法則から労働転

換法則への労働組織原理の移行ということであった。オー一トメ化された生産に

固有の科学的・普遍的労働そのものが，さまざまな人間的活動の相互転換，内

的移行のうえに成立するものだからである。もちろん，多様な肉体労働の職種

や頭脳的労働のあいだの内的移行が人間的活動の組織原理として定着するため

には，たんに生産過程の技術的・組織的変革が前提されるだけでなく，諸個人

の側での人間的諸力（知的，イデオロギー的，道徳的などの諸力）を全面的に

開発し，陶冶する大規模かつ長期にわたる努力もまた前提されよう。しかもす

べてこうした過程は孤立して進行するわけではなく，共産主義建設の壮大な実

践過程の内部で一体化しているのである。

　われわれは，労働転換法則が排他的な労働組織原理に転化するためには，まず

もって「労働者階級による政権奪取明が前提されることを知っており，さら

に技術進歩の漸進的性格からしてこの法則が長期にわたって分業法則と並存し

結合されなければならなVNことも十分予想する。それにもかかわらず，現代的

生産技術の発展傾向が究極において労働転換法則の普遍的・恒常的作用を指向

していること（これについては前稿でとりあげた），そしてこんにちソ連邦の

先進的生産企業において普及しはじめている多職種兼担にもとずく複合労働組

織（KoMnneKcHaH　opraHH3a叩H　TpyAa）こそが共産主義的労働組織の萌芽形

態であることを承認すること一一一一このことが共産主義的社会構成体の本質認識

にとって，したがってまた共産主義社会への総体的移行の合則性の把握にとっ

て決定的に重要だと考える。これらの点については，続稿において総括的に考

察する予定である。本稿（4～§4）のテーマは前稿で予告したところ（3）にし

たがって，ソ連邦の産業的発展のなかから生れつつある多職種兼担労働者と複

合労働組織の実態を例示的に紹介し，分業から労働転換への移行のプロセスを

具体的・事実的に認識することである。

　こんにちみられる複合労働組織はもっぱら複合作業班（KOMnneKcHafl　6PH－

raAa）tにかぎられているようである。つまりその活動範囲は職区（qex）の枠

をこえるものではない。しかしここ10年来の普及ぶりはひじように急速かつ広
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汎であり，たちまちのうちに建築部門，鉱山部門，石油・石炭採掘部門，製材

部門をとらえ，さらに製造工業や農業部門にも波及しはじめている。こんにち

複合作業班がもっとも普及しているのは建築部門と石炭採掘部門といわれる。

（いくらかふるい数字であるが）たとえば，モスクワ建設局管内の建築企業で

組織された複合作業班は1954年の293から1960年の1700に，スヴェルドロフス

ク市建設局管内では1956年の56から1959年の500以上というように急テンポで

増加している。また，ボルゴグラード，ザポロージスキー，ドニエプロペトロ

フスキーその他の地域では，建築労働者の35～50パーセントが複合作業班に組

織されているという数字からもその普及ぶりがうかがわれる（‘〉。石炭採掘部門

の複合労働組織はすでに戦前1937年にドンパスに出現しているが，1944年には

カラガンダで，　1952年にはクズバスで，それぞれ導入されはじめたといわれ
る〔5｝。

　　　　　　　　複合作業班における作業複合ヴァリアント

↑1

作
覆

　婁

↓夢

　K
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　さまぎまの労働諸部門で組織される複合労働組織は，それぞれの部門におけ

る生産技術的ならびに生産組織上の特質によって形態上のヴァラエティをもつ

ことはいうまでもないが，われわれは上掲のシェーマによってあらかじめその

一般的特徴を理解することができる（前ページ）（6）。

　上のシェーマにおいて，水平欄には技術工程が10段階にわけてしめされてい

る。そのうち6段階（1～6）は基本的工程，4段階（7～10）は補助的工程

である。垂直欄には職種（A～G）および作業複合ヴァリアントがしめされて

いる。ここにしめされている4つのティピカルなグループにわけられた作業複

合（1～IV）は，複合労働組織が分業組織をほりくずしつつ定着してゆく過程

を反映している。このうちグループ1は基本的工程の一部だけを遂行する（3

つの職種と4つの技術工程をふくむ）。グループ皿は基本工程のすべてのオペ

レーションを遂行する（4つの職種と6つの技術工程をふくむ）。グループ皿

は補助工程だけを遂行する（3つの職種と4つの技術工程をふくむ）。グルー

プISiは，この生産技術工程にふくまれているすべてのオペレーションを遂行す

る（7つの職種と10の技術工程をふくむ）。

　さて，このような作業複合にもとずいておこなわれる労働過程では，かなら

ずなんらかの多職種兼担が生ずるのであって，その基本ヴァリアントはつぎの

シェーマにみられる（次ページ）。

　きびしく専門化された多くの職種を単一の作業班のなかで結合するばあいに

は，しばしばある職種の完全な作業停止をふくむ困難が生ずる（ヴァリアント

0）。ところがもっとも初歩的な複合作業班のばあいでさえ，個々の労働者を

補助作業にまわすことは，ひじように容易であるし，いつでもおこなうことが

できる。つまり，それによって作業工程の中断や停滞をさけることができる（

ヴデリアント1）。複合作業班における多職種兼担は，まず隣接職種の個々の

オペレーションを修得し遂行することからはじめられ（ヴァリアント皿，皿），

つづいて熟練度を高めなくとも修得しうるいくつかの隣接職種を兼担する方向

にむかうか（ヴァリアント皿），あるいは熟練度の向上をともなう追加職種の

兼担にむかう（ヴァリアントV）。さいごに，複合作業班にふくまれているい

くつかの（あるいはすべての）職種を単一のあたらしい職種のうちに統合する

ことによってこの過程は完結する（ヴァリアントW）。このように，複合作業

班の内部における多職種兼担の発展の結果，所与の作業班の枠内のことだとは

いえ，労働者の作業上の相互代替性を確立することによって職業的分業（専門

的職種の分化）が克服されるのである。
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複合作業班における多職種兼担ヴァリアント

　多

職
↑1
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いくっかの職種の

　　単一職種への統合
V［ 彫　

1

標準的職種の兼担 V 膨1脇
熟練度の低い
　隣接職種の兼担

］V 欄
隣接職種の
　　部分的兼担

皿 猛 閥田 圃囮
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補助作業の
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基本的な専門職種 0 ％ ％ 脇 猛 脇 口 口
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　以下では，こんにち複合労働組織の実例として報告されているもののうち代

表的なものを順次とりあげてみよう。

　石炭採掘。まず複合労働組織がさいしよに出現しかつ急速に普及したといわ

れる石炭採掘部門をとりあげよう。とくに炭鉱の切羽職区で組織されている複

合作業班は，多職種兼担の典型的な実例とされている。すでに1957年に複合作

業班の普及をみたドンパス炭鉱では，石炭採掘にかんする25の専門職種（たと

えば，炭層の切込み，掘削，石炭積上げ，支柱の組立，コンベアによる搬出，

爆発物の搬入，石炭の積込，修理作業など）を統合した単一の職種が発生した

といわれる（7）。チスチャコヴァントラチト・トラストのルトゥギン炭坑では，

石炭コンバイン「KP－2」の導入とともに昼夜一貫作業に従事する複合作業

班が組織されたが，そのさい従来の6専門作業班は1個の復合作業班に統合さ

れ，所属労働者数は129から80に，すなわち38パーセントかた減少したという

ことである（8）。石炭採掘部門における技術進歩と労働組織上の変化との一般的

な対応関係は，およそつぎのようである。まず，手労働用の道具に対応して労

働過程全体にかんする分業と肉体労働（動力としての労働）および個人的労働
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組織（個別的分業をともなう作業班）。つぎに，個々の労働過程（たとえば，

炭層の切込みとか石炭の搬送など）の機械化にともなって，個々の労働過程に

かんする分業と若干の労働者による機械管理労働があらわれ，専門化した作業

班が構成される。第3に，若干の相関連する労働過程を結合するような機械化

　（たとえば石炭コンバイン）がおこなわれると，労働過程全体にかんする分業

が多職種兼担にもとずいて復活再現することになり，大部分の労働者によって

遂行機能とエネルギー機能とが結合され，若干の労働者においては遂行機能（

過程編成機能をふくむ）が優勢となり，その結果各種の複合作業班（たとえば

採掘作業班とか修理・準備作業班）が発生する。第4に，労働過程全体が機械

化される段階，すなわち総合機械化とよばれる段階になると，個別的分業はほ

ぼ克服されており，個々の労働機能は過程編成機能と遂行機能との結合機能に

転化する。この段階では，切羽職区の各種機械を管理する労働者たちを統合し

た複合作業班が労働組織の主要形態となる。さいごに，総合機械化からオート

メ化への進展につれて，個々の労働者が自動制御機構の編成と管理のための諸

機能をふくむ専門的知識の総体を修得することになるし，かれらの労働はもは

や直接的労働ではなく科学的・普遍的労働，したがってもっぱら知的・精神的

内容にみたされた活動となる。

　ズヂーナは，クズバス炭鉱における石炭コンバイン「ドンパス1」の導入を

きっかけに組織された複合作業班のくわしい分析から「作業班における現存の

分業の完全な廃止は，……総合機械化とオートメ化への移行によってのみ可能

」であり，そのとき石炭採掘労働者は「切羽の外に存在し・て，遠方からオート

メ化された機械体系を管理することになろうω」という結論をひきだしてい

る。クズバスにおける複合労働組織の発展がもたらした石炭採掘労働者の職種

構成の急激な変化をしめすつぎの表は，切羽職区の範囲内での個別的分業が「

廃棄」されてゆく過程を具体的に反映している。

各種労働組織形態のもとでの労働者の職業構成

労　働　過　程
専業労働組織

複　合　労　働　組　織 一
1

傍働日の繍踊丁彌誘繍鍛1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f炭層の切込み，破砕　コンバイン運転手　1コンバイン運転手　1コンバイン運転手1

瑠積上げ・賜コンバイン醐手｝櫨醗町爾痂労露刊

防道開削夫
1

一一｝一’」LLu p
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掘　削　夫

廃破工
　JH

1発　破　工 熟練発破工

！支柱繊夫、 t

瞬物搬入夫　i

材木配達 跡薙夫
屋根の管理 1原料取扱夫

階炭搬入夫

著炭送達　1コンベア魎転手

選 炭

iコンベアー灘手巨ンベ塵手陳坑機礪転手

睡炭夫
積荷地点サービス　　昇降口積込夫 i購噸込夫 i搬出・儲夫

L．”．．T＿ 1搬出夫 1搬出　夫
j

廠難修理　1電気鍛冶工　庵気鍛冶工　｛電繍濡
i

　複合作業班にふくまれる職種数の減少はきわめて明瞭である。従来の専門化

された労働組織のもとで存在していた16の職種は，作業班の複合化のもとでは

6ないし7職種に減少している。しかも重要なことは，全体としての職種の数

的減少が旧職種の消滅によって生ずるだけでなく，新職種の発生をともなって

いることである。たとえば，支柱組立夫，開削夫，コンベア運転手，原料取扱

夫，掘削夫，開削夫などは，いまや切羽鉱山労働者（ropHopa60q嘘oTqHcTH－

oro　3a60幻という単一の職種に統合されていることである。このような多職

種兼担によってさまざまの労働機能を結合する複合作業班は，各構成労働者が

ただ炭層にかんする知識だけとか掘削技術だけとかの個々の知識や技能だけの

部分的修得にとどまらず，石炭採掘過程全般にかんする知識と技能を全体とし

て修得するように要求し，さらに炭鉱の経済や生産組織上の専門知識をも修得

することを要求するのである。その結果，複合労働組織の内部では炭鉱労働者

の生産上のプロフィルがいや応なしに拡張されるのである。

　看油操痂。石油採掘部門でもこんにち大部分の地方で複合作業班が組織され

ており，　「クラスノダールネフチ」や「バシネフチ」における先進的作業班

では掘削やぐらの組立（分解，移動をふくむ）作業とボー一リング作業とが同時

に遂行されている。このばあい職種の統合はボーリング労働者がやぐら組立労
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働者の職種を修得する形でおこなわれており，採油工程の遠隔制御をともなう

高度の技術段階では，油井の作動状態を監視するオペレーターからなる専門化

された採油作業班なるものは不必要となる。これまで採油オペレーターはもっ

ぼら油井施設を点検したり，注油したりしたにとどまったが，いまやかれは採

油技術を身につけているだけでなく全採油工程の編成者，組織者でもなければ

ならず，また採油設備の修理工でもなければならない。かつてはボーリング機

械の装備を遂行した大工や熔接工やコンクリートエにかわって，いまや多くの

隣接職種を修得した機械据付工がこれを遂行しているa°）。

　建築。建築部門は石炭採掘部門とならんで戦前来複合労働組織がもっとも普

及している部門のひとつである。　この部門でも作業過程の機械化にともなっ

て，石工，大工，左官などによる手労働的分業組織がくずされてゆく。建築過程

そのものが，工業的に製造され供給される建築成分（たとえば，壁，間じき
　　　　　　　　　　　　　モンタ－ジnり，床，階段など）の単純な組立過程に転化するのであって，これに対応して

建築労働もまた主として組立作業のうちに統合されてゆく。モスクワ建設局管

内の経験によると゜’〉，技術的に高水準にある大規模なブロック（およびパネル

）建築では必要とされる組立工，索具工，熔接工，クレーン技手などは石工，

大工，コンクリt－一トエなどの旧熟練労働者から養成されている。それと同時

に，これらの基本作業労働者による副次的作業一一亘大なブロックやパネルの

接合点の電気的接合，小鉄骨や組立式隔壁のとりつけ，非常階段の設備，下水

路の配管　　一　の兼担が容易となる。建造物の完成段階ではさらに，装飾工

程の各種作業（塗装，石盤ふきなど）の遂行が複合作業班の内部で解決され

る。モスクワ建設局管内での建築労働者の多職種兼担状況にかんする資料によ

ればω，多くの労働者が2つ3つないし4つもの隣接職種を兼担しており，管

内5個のトラストで47にのぼる複合作業班が1335名の労働者を結合しており，

そのうちの2職種を修得したもの475名，3職種を修得したもの209名，4職種

を修得したもの26名であった。

　機械製造。大工業生産の基礎の基礎といわれる機械製造部門にも，こんにち

多職種兼担にもとずく複合労働組織がしだいに形成されはじめている。金属加

工部門のオートメ化にともなう労働の内容と性格および労働組織上の変化を調

査した「・コマロフとB・バローゾフの報告から3例を引用しよう（12）。第1例で

は，スクリュータップ（ねじ切）の機械的加工工程にオートメ化ラインを導入

した結果，機械工たちのあいだの在来の職種分化が一掃され，それにかわって

幅ひろいプロフィルをそなえる新職種一一自動化ライン編成工一一があらわれ
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る過程が，かなりくわしく描写されている。オートメ化以前の段階では，タッ

プ加工の流れ作業ラインのうちに11の専業職種が配置されていた（下表）。19

60～61年にタップ加工のための4つのオートメ化ラインが開発された結果，労

謬振㍗ンオペレーシ・ンの内容 設 備

「　　－

i
1＿＿．＿

1

2

材料の旋盤加工 1自難
1

陣購の屑の除去 研　磨　機

3 iねじ髄紛の外径礪
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－一＿＿一＿　＿

心なし研削盤

労働者の
職　　種

自動装置工

機　械　工

研　磨　工

作業
等級

4

4

4

1－一一一

4

i　－一

犀部研磨
1

〃 1， 4

，　1両側からのタ。プ心立て

　　　1　　　　　　　　－一
心立て機

1穿孔工 3

6

「一 1

1タ・璽のフライス力叫水平フライス盤 1フライスエ・
1

7 iねじ転造
1

応じ転造盤
らせん彫工　　4

　　　　
8　　　iらせんみぞの外径研磨

　　　1

心なし研削盤i 研磨　工　　4

・1タ・プのすじ加工 押　印　工　　4

10
1切削みぞのフライス加到糊フライス鋼フライスエ・

11 駆れの除去 旋 盤 機．械　工 3

働者の職種構成はまったく一新されてしまった。運搬機構によって連結された

4つのオートメ化ラインにはそれぞれ一群の自動制御機械がとりつけられてお

り，　これが4個のオートメー・・ション結節（y3eH）一これらの結節にたいし

て4人の編成工が配置される一を構成して，一貫した技術的オペレーション

が進行する（次ページの表をみよ）ω。生産過程はいぜんとして異種機械の体

系として構成されているにもかかわらず，肉体的遂行機能から労働者自身がま

ぬかれているために，それが労働分割＝職種の細分を結果せず，むしろ各種の

機能と職種を兼備兼担する4人の編成工の単純協業があらわれるのである。「
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む蕩オートメーシ・ン纈の｝オートメイヒラインの

　　　　　　　　　　　　　　　1ナンバー 1オペレーションの内容　設備構造

オートメーション結節　No．1

　　　　　作業
職　　種
　　　　1等級
　＿＿＿＿＿＿＿＿tL＿＿＿＿＿1

一

一…ヱ㌧1．ねじ転造部分の鰹礪1画5なし研削盤

　　2。尾部研磨　丁』『一一7　－T－f’　『
一一一一一一＿一一一＿

　．L＿＿＿一一一　＿　＿＿一一＿＿一一＿一＿＿＿．＿＿＿　　一】

　　　　　　　オートメーション結節　No．2

．

＿．rヨ醐からのタ・プ心立て1爾6立そ麗㎝㎜『…11き赤ノ顧’一一　’一

司緬緬碗商「廟摘噛プレ∴1呈イン職戸

　　　　　l

オートメーション結節　No．3
4　　1タップのすじ加工

　　　
1自動押印機

4・　匝じ転造 1自動ねじ転造盤

・・1らせんみぞの外径研劇自動心なし研肖・J・ag

　　　　　オートメーション結節　No．4
・1切削みぞのフライス加工　　　　　　　　　　　　　　自動，列フライス盤（，盤）惇7羅／5

　　　　　　　　　　　　＿＿＿＿一一．　　　　　　　　　　　1工　　　　　1

たとえば，旋盤操作が職業的旋盤工を必要とし，フライス盤がフライスエを必

要とする，すなわち労働者は機械にたいして自分の活動を適合させるとすれば

，オートメ化のもとではこれらのすべての機能が機械に移譲され，機械のあい

だで分割される。労働者についていえば，かれらの労鋤は生産過程を統制し管

理するというあたらしい性格を獲得するe・）」。このばあい旧職種の統合によっ

て出現するオートメ化ライン編成工の労働時問構成をみると，設備の編成およ

び調整のための作業が22パーセント，設備のかんたんな修理作業が18パー一一・・セン

ト，技術工程の積極的監視作業が55パーセント，バンカーへの材料装填作業が

わずか5パーセントとなっている。ここでは純粋の手労働はもちろんのこと，

機械操作のための遂行労働もほとんど消滅しているといってよい。

　第2例は，バルブボディの機械的加工過程にオートメ化ラインが導入された
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ばあいの諸変化である（下表）。

設備のタイプ別にみた労働者の専業

労働過程の基本的諸機能
t

l万能旋盤工
⊥＿

　　　　　　　　　　　　　　　　　

継馴磁劉輪義空ラ

作業工程の計算と準備
　％「一　　　％「　　　％i　　　％
15．4　　10，01　5・0｛　6・O
　　　　　　　　l　　　　　　　　I

”

S’1・響のための「

工
程

　　％1

77．6

b懸離いす1 l！

　　％1
83・O l

　　　　t〔 　一…一一一　…一一％

　　　　　　65．0 69．0

％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％［　　　％　　　　　　　　　　　　　　　　　　％「　　　％［

管　理　作　業17・°　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30．0　　1　　　　25．O　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　7．O　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－＿　⊥

　上表からすぐさまわかるように，設備のタイプが万能旋盤からオートメ化ラ

インへと改善されるにつれて労働者の職種も変化し，その作業内容がまったく

一
変してしまうのである。材料加工の全過程をすべて遂行する万能旋盤工の作

業の大部分（93パーセント）は肉体労働でしめられている。ついで自動タレッ

ト旋盤の導入によって作業工程の細分化がおこなわれるが，オペレーターたち

の作業内容のうえには本質的変化は生じない。労働の性格と内容および労働組

織の本質的変化は，オートメ化ラインの導入とともにはじまる。オートメ化の

第一段階たる6シリンダー一一一一つき両側水平アグリガートの導入によってすでに作

業工程の細分化は基本的に克服される。10人分の機械操作機能が1個の半自動

アグリガー一トによって代置され，いまや労働者の活動の大部分は設備管理と工

程監視の両機能によってしめられるにいたる（95パーセント）。ついで導入さ

れた本格的オートメ化ラインのもとでは，もぼや2人の労働者（オペレーター

と編成工）しか必要とされず，かれらの活動時間の大部分（94パー一セント）が

管理と監視のための頭脳的労働によってしめられる。それだけではない。ここ

でのオペレーターの残存は，もっぱら材料装填作業の自動化が実現されていな

いためにいぜんとして遂行機能の一部が人間の手に残されることに起因するの

であるから，各職種の編成工への統合ぽほぼ完了しているとみてよいのであ

る。

　第3例は，電気メッキのオートメ化ラインにかんするものである。22個の電

気メッキタンクをそなえるこのラインは，所与のプログラムにしたがって，6

種i類の部品メッキをおこなう。ライン導入以前には，6種類のニッケルメッキ
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のために6人のメッキエによる分業が組織されていたが，いまやわずか2人の

労働者く電気工オペレーターと電気メッキエ）だけがラインに配置され，しか

も主要職種としての電気工オペレーターはすでにライン編成工とよぶのが適当

である。というのは，かれの活動の内容は，他のすべてのライン編成工とおな

じく，ライン作動プログラムの設定，設備の管理と微細な修理および工程監視

などのもっぱら頭脳的・組織的機能によってしめられているからである（77．6

パーセント）。

　ゴロヂェツキーは，機械製造業におけるオートメ化ライン編成工の出現過程

をつぎのように説明している⑯。まずオートメーション技術と労働との対応関

係をしめすために，労働用具と労働機能とをっぎのように分類する。すなわち

一方では労働用具が①手道具，②メカニックな機械，③半自動機械，④菅蜀磯

械の4段階にわけられ，オートマートはさらに①循環型オートマート…作動

体制の選択・維持，回復が労働者によっておこなわれる　　と，②反射型オ＿

トマート　　フィードバックシステムにもとずいて自動的に制御される　　と

にわけられる。他方労働諸機能は，①労働対象の直接的変更，②設備の直接管

理・④部品の品質統制，⑤主要設備の編成と再編成，⑥部品の運搬，⑦管理・

制御システムの編成と再編成，⑧設備作動の統制・管理・監視，⑨設備・機構

の予防点検と修理・および故障の除去と保安，の9機能にわけられる。ところ

で，機械化・オー一トメ化の進展とともにこれらの諸機能が機械と人間とのあい

だに配分される仕方が変化してゆき，人間にたいして配分される機能の合目的

性が問題となる。手労働のばあいに支配的な第1群の諸機能は，機械体系の出

現とともに機械そのもののメカニックな機能によって代置され，その結果第2

群の諸機能が支配的地位をしめるようになる。生産オートメ化はこの第2群の

諸機能をも機械のうちに移譲するとき開始されるのであるが，そのとき「純粋

」機械時間というまったくあたらしい要素が実働労働時間より優勢となる。そ

の結果，労働諸機能はしだいに主として第5群の機能によってしめられるよう

になり，主労働者による他の労働機能や職種の兼担のための条件がつくりださ

れる。「このような条件のもとでは，第5群の労働諸機能をオペレー一ターが（

完全に）兼担し，そしてこのオペレーターが編成工に漸次転化する必要がする

どく発生する。逆に，　（監視時間なしに）平均してほぼ半交替時間のあいだ就

業している編成工のもとには，設備サービスに直接参加している他の労働者た

ちの諸機能（制御装置編成工，鍛冶工，電気工など）を兼担する可能性があら

われる⑰」とゴロヂェツキーはのべている。かれのばあいには職業的分業と多



「分業」および「分業の廃棄」にっいて〔皿〕 （223）　－　33　一

職種兼担とをかならずしも相対立する傾向とはみないのであるが，部分的オー

トメ化から総合的オートメ化への進展にともなって同種設備にかかわる諸機能

のみならず異種設備にかかわる労働諸機能も単一の職種のうちに統合される傾

向は否定されていないのである。

　運輸（鉄道と水運）　運輸部門でも多職種兼担と労働組織の複合化をつうじ

て旧来の分業組織を根底からほりくずす過程が進行している。電気機関および

ディーゼル機関による索引車の普及がすでに，列車火夫，ボイラーマン，洗鉱

夫，石炭積込夫，氷魂掃除夫などの重筋肉労働を一掃するのであるが，ついで

鉄道運輸工程への電子工学的自動制御技術の導入によって運輸労働の性格と内

容は一変させられてしまうのである。兄カルツェフはつぎのようにのべてい

る。「運転司令の集中化がひろく導入された結果，営業活動における労働組織

が根本的に変化する。いまや運転司令者というひとりの人間が，管理機能と遂

行機能を兼担し，300キロメートル以上におよぶ運転司令管区のすべての中間

分割地点6ポイントとシグナルを中央のポストから管理するようになる。自動

装置と電子工学の利用のおかげで，かれは転撤手や当直駅長代理を必要としな

い。このばあい運転司令者は，かれのふるい職種の枠をこえるあたらしい職種

を遂行しているのである。かれは，管区内で列車の間断ない運行を保障するた

めに運転司令集中化の機構を知なければならないし，それを管理しなければな

らない。つまりかれの熟練度は，通常の運転司令者よりもいちじるしく高いの

である。かくして職種の細分性と多様性が減少し，幅ひろいプロフィルをもつ

職種一当直駅長代理や転撤手の職種をふくむ列車運転司令者一一が発生す

る剛。列車運行過程だけでなく操車過程でも，各種自動装置（とりわけ自動

連結機）の導入によって接続夫，車輌連結手などの遂行労働者の必要がなくな

る。操車の安全を保障するポイントの電気的集中管理によって転撤手が不要と

なり，車輌類別装置の機械化と自動化によってもっとも危険な重筋肉労働であ

る車輪どめ作業は縮小され，ついには一掃される。したがって鉄道運輸の全過程

のオー一トメ化が進展するのに比例して，職種の細分状態はしだいに克服され，

まったくあたらしい職種のうちに統合されてゆく。こんにちあたらしく編さん

されつつある職務一覧のうちにかぞえられているのは，電子工学技師，列車司

令者と操車司令者，車輌検査主任，当直駅長代理（1～皿クラス），物品出納

長および検量主任などの高度の専門的知識を必要とする職種である，とカルツ

ェフは指摘している｛e。すなわちここからも，各種の肉体的（エネルギーおよ

び遂行）機能の兼担と統合の過程が同時に人間労働の全般的インテレクチュア
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リゼーンヨンの過程でもあるということがはつきり看取されるのである。カル

ツェフによれば，こんにち全鉄道従業員の40パーセントが中・高等教育をうけ

ており，列車運転司令者，自動連結と通信関係の電子工学技師，電気（および

ディーゼル）索引車の機関士，当直駅長代理，操車当直などの職種だけをとれ

ば，75～80パーセントが中等普通教育あるいは中等技術教育および高等教育を

うけているということである㈲。

　ソ連邦は内陸部の交通のかなりの部分を水上運輸に負っており，とくに河川

運輸過程の技術的・組織的発展は大きな意義をもっている。そこでつぎに水運

作業における複合労働組織の現状についてのB．カリーニンの報告（・・1を引例し

よう。この部門での多職種兼担は，発動機船つまり貨物船や蒸気曳船などの河

川用船舶の荷役作業や船舶白体の建造・修理作業をめぐって形成されている。

河川運輸の技術的革新の結果，水夫，火夫，荷役夫などの手労働的職種があた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カLSらしい職種によって不断に駆逐されている。たとえば，自走運搬船における船
タン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カピタン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メハニ－ク長，水先案内人，機械技師などはいまやたったひとつの職種一一一一船長・機械技

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コマンダ師　　によって駆逐され，しゅんせつ船における船長，しゅんせつ技手，機械
　　　　　　　　　　　　　　　　コマンゲロ　　メハニ－ク
技師はやはりただひとつの職種一一船長・機械技師によって駆逐され，水夫，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モトリスト火夫，給油夫，舵手などはただひとりの舵手・発動機手によって駆逐される等

々………。　また荷役業務の職種については，いわゆる伸士的職種（荷あげ人

夫，赤帽，倉庫番，積出人夫，敷設人夫）が一掃されるだけでなく，コンベア

技手とかクレーン技手などの機械化された専業職種でさえ消滅してゆき，いっ

そう高い熟練度と幅ひろいプロフィルをそなえる複合職種によってとってかわ

られる。カリーニンはつぎのようにのべている。「運輸船舶や河川航行区聞に

おける作業および若干の船舶修理作業の総合的オートメ化と関連して，こんご

協業化と専業化のあたらしい形態が発生しよう。たとえば，運行中の自走船舶

は縮小された数の乗員によって操船されるし，非自走船舶は縮小された突き棒

手あるいは曳航乗員によって操船されよう。碇舶中の全船舶は，一連の船舶修

理職種を兼担する労働者から構成される沿岸複合修理作業班によって航行のた

めの整備をうけよう。このような労働組織は，全非自走船舶の運行を曳航指揮

なしで操業するようにうながし，修理整備作業全体を総合機械化の諸手段を用

いて船上でおこなうようにうながし，船上労働者が類似職種や類似専門をすば

やく修得するようにうながす。荷役作業と航路保全作業では，作業分業が複合

組織によって代置されよう。L港湾労働者の複合労働組織はいまや個々の技術的

オペレーション（貨物の積込，積上，転置，収納）を遂行するための小組にわ



し

　　　　　　　　　　　　　「分業」および「分業の廃棄」について〔皿〕　　　（225）－35一

かれてはいない。それは全過程を遂行し，そして労働者は相互に個々のオペレ

Tションを交換する。よく整備された複合作業班は，個々のポストやオペレー

ション（監視，シグナルの点滅，標識の置換など）ごとに細分されてはいない

で，60ないし100キロメrトルにわたる水路の全区間を担当するのである。

船舶の修理開発基地ならびに工場の生産分区では以前には個々のメカニズムの

装置やシステムを修理し整備したのはせまい専門をもった労働者の小班であり

労働者であった。いまや複合作業班が船の状態をコ．ントロールし，全メカニズ

ムと装置の修理と調整を遂行し，航行への船隊準備活動をすべて遂行するので

ある剛。
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§5　農業労働と工業労働との社会的分割の「廃棄」

　都市と農村への社会的分裂が共産主義のもとで「廃棄」されるということ

は，科学的共産主義論の重要な原則のひとつである。この原則は一般にみとめ

られている。それにもかかわらず，「分業の廃棄」という問題のなかでそれが

どのように位置づけられるかについてはかならずしも明らかではない。第1

に，都市と農村との分裂ないし対立という問題がそのまま工業と農業との分裂

ないし対立という形で理解されてしまいがちである。だが，都市と農村との分

裂は，工業と農業への産業上の分裂を物質的基盤とするものではあっても，そ

れにつきるものではない。農村にも工業生産は存在しうるし発展しうる。だか

ら都市と農村との分裂と対立という問題の核心はむしろ，政治・教育・文化（

科学，芸術）などのいわゆる「上部構造」部面にぞくするさまざまの活動が都

市に集中する点にあるのであって，エンゲルスをして「物質的労働と精神的労

働という最大の分割は，都市と地方との分離であるω」といわしめたのもその

ためである。第2に，産業としての工業と農業との編成（両者の分割と結合）

をすぐさま両者の分業として理解してはならない。労働の社会的分割＝社会成

員の職業分化という分業の本質的側面にてらしてみるならば，工業と農業との

「分業」とは工業労働と農業労働との分割として正しく理解されなければなら

ない。ここ（§5）でとりあげるのは，工業労働と農業労働との社会的分割の

「廃棄」という問題だけである。

　われわれがくりかえしのべたように，「分業廃棄」の一般的論理は大工業生

産の技術的・組織的発展の論理のうちにふくまれており，農業労働の独自性（
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主要要生産手段としての土地，したがって経済的過程と自然的過程とのからみ

あい）にもかかわらず，農業部門もこの論理をまぬかれることはできない。だ

からここで直接問題となるのは，大工業技術と労働組織との相互関係のうちに

あらわれる一連の法則性（これについてはすでにのべた）がどの程度農業部面

にも妥当するかということだけである（この意味でこの項（§5）は，前項（

§4）の補足にすぎない）。だからまたここでは，工業にたいする農業の一般

的たちおくれとか，あるいはソヴエト農業の機械化・集約化の度合とかは直接

問題ではない。全体としてみるならば，ソヴエト農業は経営規模の互大さにく

らべて機械化のレベルはなお低く，専業労働者よりは無職種労働者の方がずっ

と高い比重をしめており，分業の「廃棄」などではなく分業の「導入」こそが

当面の主要課題であること，このことは否定できない。しかしここでは，ソヴ

エト農業がすでに大工業的技術によって改造されているかぎりで問題とするb

いいかえれば，ソヴエト農業の工業的生産への転化，したがって農業労働の工

業労働への転化がおこなわれているかぎりで，農業労働の組織編成のうちにあ

らわれる変化の一般的傾向をたしかめることだけである。

　農業生産への機械的労働手段の大規模な導入にによってもたらされるのは，

さしあたりは手労働の機械化労働への転化であり作業分割の拡深である。在来

の手労働にもとずく協業あるいはせいぜいせまい地域内で組織される結合力の

よわい作業班は，機械化の進展にともなって専門化された経営部門ごとに組織

される各種専門作業班（たとえば，耕作作業班，畜産作業班，野菜作業班，園

芸作業班など）の分業体のうちに転形してゆく。その結果，専門職種をもつ農

業労働者数が全体として増加するのはいうまでもないが（1959年のセンサスで

は全農業就業者の約25パーセント〔2｝），とくに機械化職種の比重がいっそう急

速に増大してゆく。とりわけトラクター機関手とコンバイン機関手は機械化農

業の基幹要因であり，ローラートラクター一・一・や自走コンバインの出現とともにゃ

がて農業生産の技術的，組織的変革の担い手となる職種である。

　さて，農業部面における労働組織の根本的変化は，われわれが工業部面におい

てみたのと同様のプロセスを通じて，すなわち単能専用機械から多能汎用機械

への移行の必然的帰結としてとらえることができる。こんにち普及している専

用農業機械は，その用途が作業種目ごとに分化しているだけでなく，低い作業ス

ピー一ドと高率の燃料消費および低率の作業効果が特徴的である。それゆえにこ

そこれらの農業技術にたいしては専門作業班および作業班内部での作業分割が

対応しているのである。したがっていくつもの作業種目を遂行しうる汎用機械
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なかんずく高速汎用索引車（汎用Pt　一一ラートラクターおよび汎用自走コンバイ

ン）の導入だけが，旧来の分業組織を克服する可能性をつくりだすのである。

この点で，作業スピードと作業機能の大きな変域をそなえたローラートラクタ

ー がまずきわめて重要な役割を演ずる。こんにち作業スピードが10キロメート

ル／時，搬送スピードが30キロメートル／時の新型ローラートラクターが導入

されはじめたといわれているが，この種の汎用トラクターはたんに耕転作業だ

けでなく，土ならし，播種，収穫，搬送など広範囲におよぶ農作業を遂行する

のである。コルニエンコによると，2サイクルディーゼルエンジンあるいはガ

スタービンをそなえる最新型の自走シャーシーは，必要に応じて簡単かつ急速

にモンタージュしうる各種の連結式作業機（土壌加工機および収穫機）を装備

できるようになっており，「耕転から果樹植付のための穴掘りにいたるまでの

ひじょうにさまざまの作業のための45にのぼる多様な機具を連結できる自走シ

ャーシー」までつくられたということであるC3）。

　各種汎用機械の例としては，　さらに在来の播種機にかわって多種作物（穀

物，野菜，多年生草など）の播種はもとより生育期間中の畦間掘りおこしや肥料

補施にも用いられる汎用播種機，あるいは根の収量や葉茎の状態，土壌の温度

や密度に依存しない汎用てんさいコンパ・fンなどをあげることができるし，ま

た播種前土壌加工，播種と施肥，発芽前の農薬散布などを同時に遂行する結合

機械，　草刈一微粉砕一積込一搬送という一連の機能を同時に遂行する結合機

械，じゃがいも植付アグリガートなども汎用農業機械にかぞえられる。

　もちろんこのような自動シャーシーや汎用播種機などはあくまでも農業生産

オートメ化の初期段階（というより準備段階）をなすにすぎないのであって，

結局はこれらの結合機械やアグリガートを単一の生産センターから自動的に制

御し管理しうるような技術体系が導入されたときにはじめて農業生産の技術的

変革だけでなく組織的変革もまた実現されるのである。農業用生産手段の「空

間的移動性」という独自性のために自動制御体系の導入は工業生産技術の自動

制御にくらべてずっと困難であることはたしかである。しかし困難は不可能を

意味するわけではない。こんにち知られている農業用自動制御機械としては，

たとえば自動給水塔，温室の温度・ガス調節用自動継電機，　自動人工艀化装

置，穀物の殺菌・乾燥用自動機構，家畜用自動水飼装置などがある。これらは

オートマートではあっても，主として静止的過程の自動制御機構にすぎず農業

技術体系の根幹にふれるものではない。農業生産の決定時部面である動的過程

のオートメ化は，自動的に管理制御されるトラクター・コンバイン・アグリガ



「分業」および「分業の廃棄」について〔皿〕 （229）　－　39　－一

一 トの出現をまたなければなろない。コルニエンコの例示するロギノフの発明

一一一一一 ひとりで3～4台のトラクターを統御する一一一一一とかクラスノヤルスクの技

師たちの創案一一一トラクター作業班全体をエレクトニクスによって統御する

一一一などは，実験段階にあるとはいえ，農業生産の全般的オートメ化が夢想で

ないことをしめしている｛4）。いわゆる「自動農揚」の例はむしろ静的過程にち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　fかい畜産部面でさきに出現している。クラスノダールの1コルホーズは，豚の

飼育を単一のセンターから機械的に管理しているということであるω。

　以上のような農業生産への工業的技術の大規模な導入と農業機械の多能汎用

化およびその自動的制御技術の開発という一連の過程は，つまるところすでに

工業部面についてのべたのと本質的におなじ影響を農業労働およびその組織編

成のうえにおよぼさぎるをえないし，現実におよぼしているのであって，農業

労働における高度の機械化職種の増加および多職種兼担にもとずく複合労働組

織の普及のうちにそれが明白にあらわれている。すなわち，各種アグリガー一・一一ト

が多様な生産機能を遂行すれば，これらのアグリガートに配置される農業労働

もまたさまざまな専門知識と作業機能を兼担する幅ひろいプロフィルをもつこ

とを必然的に要求される。各種の作業機を交互に連結しうる自動シャーシーの

機関手は，たんなるトラクター手でもコンバイン手でもなく，すべての連結作

業機の使用・調整・修理に熟達した機関技手（TpaKTopncT－MamHHHcT）で

なければならないし，そのうえ広汎な農学的知識ももたなければならないので

ある。畜産部門の労働者についていえば，かれはいまやすべての畜産機械の使用

と修理に精通したあたらしいタイプの畜産機械技手　（》KliBOTHCBoA－MexaHva

3aTop）でなければならない。パルフェノフによれば，「先進的な豚飼いは，

…… 飼料の分配や豚舎の清掃にかんする複合作業全体を機械や機械的機構を用

いて遂行し，牧場で用いられる設備をみずから修理し……トラクターの操作技

術，鍛冶工，電気機器組立工の仕事をマスターし，衛生技術や獣医学の基礎を知

って（5）」いなければならないのである。しかも農業生産にとってとくに重要な

意味をもっているのは，農業機械の汎用化と労働者の作業機能の多面化が同時

に農業固有の「季節性」を克服する手段を提供するという点である。たとえば

さきに例示した汎用播種機は，年間わずか2～3日しか使用されないであとは

無為に放置される旧式専用播種機とことなり，播種，畦間掘りおこし，補肥な

どの多面的作業のために年間をつうじてくりかえし使用されるのである。年間

利用日数を増加させることは穀物コンバイのような主要農業機械にとっては決

定的な問題であって，旧式の専用コンバインでは収穫期間（20日以下）をのぞく
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345日のあいだはモーター一・・一と走行部分とをいたずらに放置しなければならなか

ったが，こんにち導入されはじめた汎用コンバインー一各種収穫機を連結しう

る自走シャt－・…シー一・一一一一によってこうした損失はただちに絶滅できるし，またコ

ンバイン機関手も各種作物の収穫作業に年間をつうじてくりかえし参加できる

のである。

　このような各種の専門的知識と多様な活動種目を兼備兼担し，しかもいわば

「時間的遍在性」を獲得した生産者たちの協業は，分業原理によってではなく

労働転換原理によって編成されざるをえず，ここに専門作業班から複合作業班

への必然的移行が生ずるのである。いまや複合作業班の活動範囲は，農耕・畜

産・園芸その他多くの部門にまたがっており，その生産物はきわめて多様な種

目をふくむようになる。トラクター，畑作，畜産という3つの主要作業班の分

業に立脚する在来の農業労働組織にかわって，穀物，工業用作物，飼料作物，

野菜などの裁培と家畜（家禽）の飼養などの主要農作業のすべを遂行する多面

的作業班の協業体が，つまり複合労働組織があらわれる。成熟した複合作業班

の全成員はすべての汎用機械をおなじように使いこなし，すべての生産種目に

おなじように関係することによって，活動範囲の空間的・時間的限界を既存経

営の枠内で打破するのである。（農業労働の「季節性」を最終的に克服するた

めには，農業と工業との直接的結合が前提されるということを付言しておこ

う）。

　上述のように，技術と労働との発展関係という観点からみて，現代的農業生

産の発展傾向が職業分化の絶滅と労働転換法則の恒常的・普遍的作用への軌道

上にあることはあきらかであり，ここから本質的な点で工業部門の発展傾向と

ことなるところは何もないことが確認されるのである。

　つぎに，工業労働と農業労働との直接的結合による「分業の廃棄」という問

題にかんたんにふれておく。もとより農業生産の工業化，したがって農業労働

自身の工業的労働への転化こそが，農業と工業との生産上の連関をつくりだす

ことによって，社会的労働の工業と農業への大分割をいっそう複雑化してゆく

のであるから，それこそ工業労働と農業労働との分割を「廃棄」するための絶

対的前提でなければならない。じっさい農業部面での生産と勇働が大工業的技

術に立脚していないかぎり，工業労働者による農業労働の兼担も農業労働者に

よる工業労働の兼担も（偶然的・散発的にはありえても）恒常的・法則的には

存立しえないだろう。

　とζろで農業労働と工業労働との結合と相互転換の諸形態はおそらくつぎの
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2つの側面にわけることができる。①農業生産内部での工・農結合および労働

転換，②都市工業労働と農業労働との結合と労働転換。

　まず農業生産そのものの工業化ではなく，農業生産内部への工業生産の滲透

および両者の直接的結合であるが，この過程はもっぱら農村における農産物加

工のための工場建設を基盤として実現される。農業生産の多面的発展にともな

って，青果物，畜乳，肉など生産点で即時加工しなければならない生産物の比

重が高まり，その結果，肉乳加工，冷凍，ひきわり，製粉，製パンなどの工

場，原綿，リンネル，羊毛などの第一次加工場，皮革工場，でんSん工場，缶

詰工場，さらには各種農業用機械・設備の修理工場や建築資材工場などが，農

業経営の内部に建設される。こうして大工業的技術のレベルで実現される工業

生産と農業生産との空間的・時間的接近および結合は，農業労働と工業労働と

の不断の転換と結合の物質的基盤となるのである。汎用アグリガートによる農

業生産の「季節性」の克服と本質的におなじ結果が，このばあいにはいっそう

大規模かつ決定的に生ずる（6）。とくに冬期において不可避的に遊離される農業

労働力の工業労働力への転換が急速に容易におこなわれる。かつて農村家内工

業にみられた農民労働の多面性がここで回復する。すなわち，マニュファクチ

ュアや大工業において極点に達する「分業」のいっさいの成果を内包しつつい

っそう高いレベルにおいて再現するのである。それは小農民的労働の普遍性へ

の単純な復帰ではなく，まさに社会化された集団的生産に固有の原理でφる労

働転換（マルクスはこれを社会的生産の一般法則とよんだ（7））の農業部面への

侵入なのである。

　こんにちメシコルホーズ企業や国家・コルホーズ企業などの形で多数の都市

型大規模工場がソヴエト農業生産の内部に定着しはじめており，また「農工結

合ArpapHo－npoMbll皿eHHoe　o6beAHHeHHe」とよばれるまったくあたらしい

生産組織が出現している。ソヴエト農業のこれからの発展方向こそは，農業労働

と工業労働との農村内部での直接的結合のための基礎であり，農業部面での労

働転換法則の作用範囲がよりいっそう拡張してゆく方向をしめしている（8）。

　本来の都市工業と農業とのあいだでおこなわれる労働の転換と結合がどのよ

うな形で発生し普及してゆくかという問題を具体的に予測することは，いっそ

うむつかしい。というのは，そのような労働転換の恒常的作用形態はほとんど

皆無だからである。この問題は，社会的生産諸力の合理的配置の問題や大都市

分布の問題の枠内でしか提起できない問題であるし，これらの点で各国のおか

れている条件はじつにさまざまである。「農村全体にわたる大工業のできるだ
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け均等な分布」による「都市と農村との分離の揚棄剛というエンゲルスのヴ

ィジョンも，こんにち先進諸国でみられる大都市の悪魔的成長とか農業生産の

極端な比重低下という現代的諸条件のもとで理解されなければならないのでは

なかろうか？　またコルニエンコにみられるように㈹，一方ではたとえば10月

革命直後にはじまり，集団化の時期に活濃におこなわれた先進労働者層による

農業支援運動あるいに50年代以降の処女地開発にともなう青年労働者の農業労

働への移行を，また他方では農業労働人口のたえまない都市流入を，いずれも都

市労働と農村労働との相互転換過程として例示するばあいがある。しかしこれ

らの現象は，分業の深化過程を反映するか，そうでなくともせいぜい一時的キ

ャンペインの域を出るものではないだろう。もちろんこうした大規模なキャン

ペインそのものは，工業労働者による農業労働兼担の確固たる社会的前提がソ

ヴエト社会の内部に存在することをしめしてはいる（こうした現象は非社会主

義国には絶対にありえない。）だがやはりそれは，「社会的生産法則」としてみ

とめられるほどの定着性をもたないのである。むしろ農業の集団化と技術的再

編にともなうMTC・PTC要員の増加とか，コルホーズへの機械化専門家の

派遣というような一連の現象をこそ，都市的工業労働と農業労働との転換・結

合の法則的作用のひとつの形態として認識すべきではないだろうか？　これら

の労働転換がいぜんとして萌芽的なものであるとしても，農業生産自体の機械

化・オートメ化および農工結合生産の普及をつうじて，また労働時間の全般的

短縮と労働者の側での多面的知識・技能の開発をつうじて，都市労働者と農村

労働者との労働条件や労働の性格・内容が接近するならば，やがては両者のあ

いだでの活動の相互転換が恒常的・法則的な過程として定着してゆくにちがい

ない。

　われわれは前項および本項（§4，§5）において，いくつかの工業的部門

と農業部門をとりあげて，社会主義的協業のあたらしい形態としての多職種兼

担にもとずく複合労働組織をできるだけ具体的に例示しようとした。ここでと

りあげた材料がなおまだ部分的で末熟な素材であることは否定できない。にも

かかわらず，複合労働組織としての協業形態が物質的生産内部での労働転換法

則の基本的作用形態であること，すくなくともそのひとつであることは，すで

にのべたところから十分確認できたと考える。

、さいごに付言しておかなければならないのはつぎのことである。すなわち，

ここで若干の例示をもって観察した多職種兼担にもとずく複合労働組織をその
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まま共産主義的労働組織そのものと混同することはけっしてできないというこ

とである。第1に，複合作業班の形であらわれるかぎりでの労働転換法則は，

さしあたりまだ（主として物質的生産部面での）肉体労働の職種にかかわって

いるにすぎないし，第2に，複合労働組織がこんにち直接掌握しているのはまだ

個々の職区であって企業ですらないからである。ただわれわれは，成熟した複

合作業班においては労働（および分配）の社会的同質性がうちたてられること

を理論的に確認するのであり，そのかぎりにおいてそれが共産主義的労働組織

の萌芽形態であることを認識するのである（11、。じっさいのところこんにちの複

合労働組織は，いぜんとして分業組織の大海にうかぶ異物にすぎず（とくに農

業では），社会的労働の唯一の組織原理に転化してはいない。相矛盾する労働

組織原理としての「分業」と「労働転換」とのこうした並存は技術進歩の漸進

的性格からしてさけられない現象であるし，前者から後者への転化そのものが

共産主義的社会構成体の発生過程の合則性の主要契機をなすという事柄の本性

からみてもきわめて長期にわたる過程であることはまちがいい。科学と生産と

の直接的結合にもとずく物質的生産の決定的飛躍によってのみ，いいかえれば

生産過程の全般的オートメ化が工業的生産だけでなく農業的生産をもとらえ，

またそれによって精神的生産の諸条件を根本的に変革するばあいのみ，上述の

矛盾は最終的に克服されるにちがいない。次稿においてわれわれは，物質的労

働と精神的労働との分割の「廃棄」にかんする問題を，やはり労働転換法則の

観点からとりあげる。
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